
薬 学 生 新 聞

　はじめに主催者を代
表して日本薬剤師会・
児玉孝会長は、医療の
高度化に伴いチーム医
療が進んでいる現状を
解説した上で「われわ
れは医療職種の一員と
して、こうしたニーズ
にしっかりと応えなく
てはいけない。その一
環として、薬学教育を
６年制とし、受験資格
も６年制卒業者に与え
ることとした」と紹介
した。
　一方、学校薬剤師活
動も含め、幅広い薬剤

師の職能を紹介した。「オリンピック
などの競技ではドーピングが深刻な問
題となっているが、これは薬の不適切
使用であり、薬剤師が積極的に関与し
ている。同様に報道で取り沙汰される
脱法ハーブには、薬物乱用防止として
取り組んでいる。社会問題化する自殺
や認知症も薬の面から薬剤師が関与で
きる。学校教育においても薬教育に取
り組んでいる」とした。

　パネルディスカッションでは、▽私
たちにとって薬とは▽６年制薬学教育
への期待▽チーム医療の中の病院薬剤
師～求められる薬のスペシャリストと
は▽地域の中の薬局薬剤師～患者に寄
り添い暮らしを支える――をテーマ
に、ＤＶＤ放映と５人の演者によるデ
ィスカッションが行われた。
　パネリストには大学の立場から中村
明弘氏（昭和大学薬学部薬物療法学講
座薬剤学部門教授）、医師の笠貫宏氏
（東京女子医科大学名誉教授）、病院薬
剤師の松井礼子氏（国立がん研究セン

ター東病院薬剤部調剤主任）、開局薬
剤師の安部好弘氏（日本薬剤師会常務
理事）、患者の立場から山口育子氏（Ｎ
ＰＯ法人ささえあい医療人権センター
ＣＯＭＬ理事長）が参加した。
　笠貫氏は、20年以上にわたり、薬
剤師が医療チームに参加できるよう取
り組んできた。その経験から「チーム
の一員となることは本当に難しい。『医
薬分業法』が施行されてから半世紀以
上が経過したが、真の分業は実現でき
ていない。６年制はこうした現状に、
大きな変革の時となるだろう」とエー

ルを送った。
　薬剤師外来
で活躍する松
井氏は「複雑
な薬の使用法
が増えている
ことから、薬
剤師が対応し
なくてはなら
ないことも増
えている。臨
床現場に出れ
ば出るほど、
多職種から薬

剤師が必要とされていることを痛感す
る」と、薬剤師としてのやりがいを語
った。
　安部氏は「院外処方箋の利用率は
65％に上るが、医薬分業の歴史はま
だ浅い。処方箋利用率が上がるほど薬
剤師の役割も高まるが、未だ薬剤師の
真の姿が国民に見えていないといわれ
ている。様々に活躍する薬剤師の役割
を理解してもらいたい」と訴えた。
　中村氏は「６年制教育となり多くの
ことが求められるようになったが、最
も大きな目的は実践力を身につけるこ
と」とし、実務実習による現場力育成
が、大きな力につながるとした。
　山口氏は、「残念ながら薬剤師の役
割がまだ十分に理解できていない」と
辛口のコメントを述べた。また、「特
に薬局薬剤師の本来の役割がまだ見え
ていない。ＣＯＭＬに寄せられる薬の
相談は決して少なくないが、その中に
薬剤師の姿は見えてこない。６年制に
なったこと自体もあまり知られておら
ず、もっと知ってもらい、患者自身が
薬剤師を育てていくような気持ちを持
つことができればとてもよい」と展望
した。

　「６年制薬剤師誕生キャンペーン市民シンポジウム、命と暮らしを
支える～医療と地域をつなぐこれからの薬剤師像」が８月初旬、都内
で開かれた。６年制薬剤師誕生を記念し、一般市民に対して「６年制
薬剤師」を広くＰＲする目的で開かれたシンポジウムには、薬学に興
味を持つ高校生と保護者をはじめとするおよそ400人の市民が集ま
り、熱心に講演に耳を傾けた。薬学教育協議会、全国薬科大学長・薬
学部長会議、国公立大学薬学部長（科長・学長）会議、日本私立薬科
大学協会、日本薬学会、日本薬剤師会の共催。
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６年制薬剤師誕生でキャンペーン
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